
 ◆埋蔵文化財の取り扱いの流れ◆  

 

開発計画ができたら 

上記は一般的な流れであるため、開発計画の内容等により変わる場合があります。          小山市教育委員会 文化振興課（R5.4.3作成） 

◆確認調査・工事立会で埋蔵文化財が出た（※1） ＆ 工事実施中（※2，3）に埋蔵文化財が見つかった場合◆ 

埋蔵文化財発見届の提出 

発掘調査をする 

 

市と事業主とで事前協議 

調査体制・期間・費用等の協議 

発掘調査の実施 

整理作業・出土遺物の処理 

調査報告書の刊行 

保存協定書の締結 

盛土保存や、開発計画

（掘削深度）の変更等 

現状保存をする 

開発計画の変更等 

工事の実施 

確認調査・工事立会の結果 

遺構・遺物あり（※1） 

遺跡地内で工事実施中 

埋蔵文化財が見つかった（※2） 

整理体制・期間・費用等の協議 

遺跡発見届・埋蔵文化財発見届の提出 

（※2） 

←遺構・遺物あり 

（※3） 

遺構・遺物なし→ 

県からの指示内容が… 

遺跡の有無についての照会（窓口・FAX） 

遺跡地図・台帳等により遺跡の有無 及び 調査の実施状況を確認 

遺跡地外 （遺跡地隣接地） 

（試掘調査の実施） 

遺跡地内 

発掘届（保護法 93 条）の提出 

工事着手時期の 60日前までに原本 2部提出 

発掘届（保護法 93条）等に対する指示（栃木県より） 

確認調査の時 

確認調査依頼書の提出 

慎重工事の時 

 

市職員（学芸員）が立ち会うため、 

日程等の協議後、確認調査・工事立会の実施 

工事の実施 （※1） 

（調査済の土地） 

遺構・遺物なし 遺構・遺物あり 

遺跡地外で工事実施中 

埋蔵文化財が見つかった（※3） 

工事立会の時 

工事立会依頼書の提出 


